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か
つ
て
東
京
・
小
金
井
に
義
塾
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
っ
た
。

理
工
学
部
が
ま
だ
工
学
部
だ
っ
た
頃
、
そ
し
て
矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
が
完
成
す
る
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。

高
度
成
長
期
に
さ
し
か
か
る
時
代
に
、
そ
の
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
技
術
立
国
日
本
の
未
来
を
担
う
た
め
、

塾
生
た
ち
が
研
究
に
打
ち
込
ん
で
い
た
。

工学部小金井キャンパス
苦難を乗り越え、未来への夢を育んだ

　

太
平
洋
戦
争
が
終
結
す
る
直
前
の
１
９

４
５
（
昭
和
20
）
年
４
月
、
空
襲
に
よ
っ

て
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
工
学
部
校
舎
な

ど
約
8
割
が
焼
失
し
た
。
翌
５
月
に
は
三

田
と
四
谷
（
現 

信
濃
町
）
両
キ
ャ
ン
パ
ス

も
焼
夷
弾
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

　

同
年
８
月
15
日
の
終
戦
の
後
、
予
科
と

各
学
部
は
、
川
崎
の
陸
軍
施
設
跡
に
設
け

た
登
戸
仮
校
舎
や
、
麻
布
の
夜
間
学
校
の

校
舎
を
日
中
だ
け
借
り
た
三
ノ
橋
仮
校
舎

な
ど
に
分
散
し
て
再
出
発
し
た
。

　

中
で
も
校
舎
の
確
保
で
苦
し
ん
だ
の
が
、

工
学
部
で
あ
っ
た
。
戦
争
は
終
わ
っ
た
も

の
の
、
日
吉
キ
ャ
ン
パ

ス
の
焼
け
残
っ
た
校
舎

や
寄
宿
舎
は
、
９
月
に

米
軍
に
接
収
さ
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
た
め
工
学
部
は
、
10

月
初
旬
に
目
黒
の
旧
海

軍
技
術
研
究
所
内
へ
移
り（
目
黒
仮
校
舎
）、

さ
ら
に
翌
年
６
月
に
は
川
崎
市
の
日
本
光

学
工
業
工
場
内
の
国
有
地
へ
移
転
し
た（
溝

ノ
口
仮
校
舎
）。

　

工
学
部
が
よ
う
や
く
仮
校
舎
を
脱
し
た

の
は
、
横
河
電
機
製
作
所
の
工
場
だ
っ
た

小
金
井
の
土
地
に
移
転
し
た
１
９
４
９（
昭

和
24
）
年
３
月
の
こ
と
で
あ
る
。
他
に
も

志
木
と
溝
ノ
口
が
候
補
地
に
の
ぼ
っ
た
が
、

環
境
と
利
便
性
を
考
慮
し
て
小
金
井
が
選

ば
れ
た
。

　　

小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ

武
蔵
小
金
井
駅
の
南
に
位
置
し
、
小
金
井

市
前
原
町
と
府
中
市
浅せ

ん

間げ
ん

町
に
ま
た
が
る

敷
地
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
合
わ
せ
て
約
６
万

㎡
の
広
さ
が
あ
っ
た
（
借
地
を
含
む
）。

　

工
場
の
建
物
を
改
修
し
た
校
舎
を
機
械

工
学
、
電
気
工
学
、
応
用
化
学
の
各
学
科

に
割
り
当
て
、
同
年
4
月
に
は
授
業
が
始

ま
っ
た
。
し
か
し
、
戦
後
し
ば
ら
く
の
こ

と
で
義
塾
の
財
政
も
苦
し
く
、
な
か
な
か

設
備
が
整
わ
な
い
。
数
が
不
十
分
な
椅
子

と
机
は
、
機
械
工
学
科
の
工
作
実
習
と
し

て
塾
生
と
教
職
員
が
手
作
り
し
、
各
教
室

に
配
置
し
た
。
ま
た
、
戦
後
の
工
学
部
復

興
に
多
大
な
功
績
を
残
し
た
丹に

羽わ

重し
げ

光て
る

学

部
長
は
、
防
空
壕
が
掘
ら
れ
た
広
場
を
整

備
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
す
る
た
め
、
自
ら

塾
生
と
共
に
ロ
ー
ラ
ー
を
引
い
た
と
い
う
。

　

そ
の
開
設
か
ら
20
年
を
経
た
１
９
６
９

（
昭
和
44
）年
の
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
の
様

子
を
、本
誌『
塾
』が
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
「
戦
前
の
工
場
で
あ

っ
た
敷
地
の
入
口
に

立
つ
門
柱
も
古
び
、

武
蔵
野
の
象
徴
で
あ

る
欅
の
緑
の
枝
が
空

空
襲
で
日
吉
の
校
舎
が
焼
失
し

転
々
と
仮
校
舎
を
さ
ま
よ
っ
た

老
朽
化
し
た
建
物
を
校
舎
に

塾
生
は
研
究
に
打
ち
込
ん
だ

溝ノ口仮校舎＊

小金井キャンパス正門

小金井キャンパス校舎群＊ ＊写真提供：福澤研究センター
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に
向
か
っ
て
拡
が
っ
て
い
た
。
工
場
を
改

修
し
た
研
究
室
に
一
歩
入
る
と
、
そ
こ
は

全
く
異
質
の
世
界
で
あ
っ
た
。
所
狭
い
ま

で
に
並
べ
ら
れ
た
実
験
台
、

薬
品
、
ガ
ラ
ス
器
具
、
測

定
機
器
類
、
資
料
等
々
。

ガ
ス
バ
ー
ナ
が
炎
を
吹
き
、

う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
中

で
若
い
研
究
者
が
真
剣
に

研
究
を
進
め
て
い
た
。（
略
）

崩
壊
寸
前
で
、
支
柱
で
や

っ
と
立
っ
て
い
る
校
舎
の

中
で
、
爆
発
的
な
研
究
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
満
ち
充
ち

て
い
る
印
象
を
受
け
た
」

（『
塾
』
１
９
６
９
年
10
月

号
）

　

工
場
跡
を
転
用
し
た
不
便
な
校
舎
だ
が
、

工
学
部
の
塾
生
と
教
職
員
は
、
高
度
成
長

を
背
景
に
技
術
革
新
と
情
報
革
命
が
叫
ば

れ
て
い
た
こ
の
時
代
に
、
未
来
を
求
め
て

勉
学
と
研
究
に
打
ち
込
ん
で
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
１
年
生
が
一
般
教
育

課
程
を
学
ぶ
日
吉
か
ら
遠
く
、
建
物
の
老

朽
化
も
著
し
い
た
め
、
日
吉
復
帰
を
望
む

声
が
次
第
に
高
ま
っ
た
。
そ
し
て
日
吉
矢

上
台
へ
の
工
学
部
移
転
が
完
了
し
た
１
９

７
２
（
昭
和
47
）
年
、
小
金
井
キ
ャ
ン
パ

ス
は
主
た
る
役
割
を
終
え
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
跡
地
の
一
部
が
小
金
井
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
１

９
９
２
（
平
成
4
）
年
度
末
ま
で
に
、
す

べ
て
の
土

地
と
施
設

は
、
義
塾

の
手
を
離

れ
、
今
は

住
宅
地
と

な
っ
て
い

る
。

「福澤諭吉肖像画」（松村菊麿、原画：和田英作）1937（昭和12）年
　三田演説館内に掲げられるこの肖像画は、松村菊麿による模写である。1960（昭和
35）年のアデナウアー西ドイツ首相来塾にあたり、神戸慶應倶楽部から義塾へ寄贈さ
れた。高さおよそ195cm、幅およそ90cmの堂々たる作品である。
　この肖像画には二つの“原画”が存在した。一つは先生の生前に、塾員の夏井潔が描い
たスケッチ画。もう一つは、このスケッチ画を元に和田英作が描いた肖像画である。
1937（昭和12）年、松村は和田による肖像画を元に、この作品を描いた。
　和田の原画は実業家で塾員の成瀬正行の依頼によって制作され、1920（大正9）年
に義塾へ寄贈されたが、残念ながら1945（昭和20）年の空襲で失われている。

　

2
0
1
4
（
平
成
26
）
年
、
理
工
学
部
は
創
立
75
年
を
迎
え
る
。
そ
の

起
源
は
藤
原
銀
次
郎
が
私
財
を
投
じ
て
1
9
3
9
（
昭
和
14
）
年
に
日
吉

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
創
立
し
た
藤
原
工
業
大
学
で
あ
る
。藤
原
は
1
8
6
9

（
明
治
2
）
年
生
ま
れ
の
塾
員
で
、
戦
前
に
王
子
製
紙
社
長
を
務
め
、「
製
紙
王
」
と
呼
ば
れ
た
経
済

人
で
あ
る
。
創
設
前
か
ら
義
塾
へ
の
寄
付
が
約
束
さ
れ
て
い
た
同
大
学
は
、
1
9
4
4
（
昭
和
19
）

年
に
慶
應
義
塾
大
学
工
学
部
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
1
9
4
8
（
昭
和
23
）
年
に
は

藤
原
記
念
工
学
部
と
呼
称
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
工
学
部
が
現
在
の
理
工
学
部
に
改
組
さ
れ
た
の
は
1
9
8
1（
昭
和
56
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。

理
工
学
部
の
前
身
「
藤
原
工
業
大
学
」

小金井キャンパスでの実験の様子＊

藤原銀次郎像

現在の地図で見る小金井キャンパスの跡地
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